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育種基本区：林木育種事業推進のための基本となる地域単位である。全国に5つの育種基本区を設けてい
る。、北海道、東北、関西及び九州の各育種基本区内にそれぞれ育種場を設置している。関東育種基本区
には林木育種センターを設置している。

エリートツリー：第一世代精英樹の中でも優れた系統等を交配して作出した実生後代の中から選抜された
第二世代以降の精英樹の総称。

原種：採種（穂）園を構成する採種（穂）木になる原種苗木や穂のことを言う。原種苗木には、さし木や
つぎ木によって増やしたクローン苗木が用いられる。

広義の遺伝率：無性繁殖の材料の検定結果から得られる広義の遺伝率は、クローン間の分散を表現型分散
で除した値であり、0～1の値をとる。値が高いほど、表現型のバラツキのうちクローンのバラツキが説明
する割合が高いことを表し、クローンの違いが明瞭である。

渋種：種皮が厚く、中に樹脂またはタンニンを含む、切断面は褐色を呈する。

主枝：幹から直接出た枝。第1次枝ともいう。

種苗配布区域：母樹の産地の気候風土の違いから起こる不成績造林地の発生を防ぐとともに、優良種苗を
確保するため、林業種苗法の種苗配布区域に従って、採種園造成用の原種が配布され、採種園、採穂園で
生産された種苗が山行き苗木として流通することになっている。

少花粉品種：スギ花粉発生源対策推進方針では、平年では雄花が全く着かないか、又は極めて僅かしか着
かず、花粉飛散量の多い年でもほとんど花粉を生産しない特性及び林業用種苗として適した特性を有する
ものと定義されている。

側枝：主枝以外の枝。第1次枝から分岐した枝を第2次枝、第2次枝から分岐した枝を第3次枝といい以下
これに準じてよぶ。

脱粒：球果から種子が自然にこぼれること、あるいは人為的に種子を取り出す作業。

特定母樹：「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法（間伐等特措法）」に基づき、成長に優れた
ものとして農林水産大臣が指定した系統、在来の系統と比較して1.5倍以上の材積を示すため、森林の
CO2吸収能力を高めることが期待される。スギ・ヒノキにおいては、一般的なスギ・ヒノキの半分以下の
雄花着花量であることを基準としている。それゆえ特定母樹は「花粉の少ない品種」と位置づけられてい
る。

ｐF値：土の中の水が土の毛管力によって引き付けられている強さの程度を表す値。十分に水を含んでい
る土の場合は値が低く、乾燥すると値が高くなる。

優良品種：成長や材質に優れた品種、花粉の少ないスギ品種、マツノザイセンチュウ抵抗性品種などの品
種の種別ごとに一定の基準を設けて基準を超える優良な品種。国立研究開発法人森林研究・整備機構森林
総合研究所林木育種センター 優良品種・技術評価委員会において評価対象系統が評価基準を満たしてい
るかが評価され、満たす系統は優良品種とされる。

鱗片葉：葉の柄が細長く細かく分岐した葉。
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